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健康でいきいきと暮らせるまち3
中 分 類 1

小 分 類 1

地域福祉の推進

地域福祉活動の
推進

現況と課題 

目　標

　様々な立場や年代層の視点から地域の総合的支援体制を構築するため、市民の自主的な活動と公的サー

ビスの連携による地域福祉を推進します。 関連部門計画

●第２期宇治市地域福祉計画

目標値・指標値

宇治ボランティア
活動センター登録者数

現　状　値
（平成28年度）

第3期計画
（平成33年度） 将来展望 備　　考

46団体
863人

学区福祉委員数 1,533人

1,100人 1,200人

民生児童委員協議会全員研修会

近年、複雑化、多様化する地域福祉ニーズに対して、行政のみでは対応できない状況となっており、また、

ニートや引きこもり、自殺などの問題についても、実態が明らかになるにつれ、大きな社会問題となってい

ます。若者・高齢者・子育て世帯・障害者等に共通する課題や、それぞれに異なる課題について地域全体で

支え合う地域福祉の枠組みの構築が求められています。

本市においては、市民や関係機関等の各主体が相互に連携、協働し、生活課題の解決を図り、誰もが地

域の中で安心して暮らせることを目指す福祉のまちづくりの指針として、2010年（平成22年）度に「第2

期宇治市地域福祉計画」を策定し、地域福祉の推進に総合的に取り組んできました。

一方、国においては、福祉は与えるもの、与えられるものといったように「支え手側」と「受け手側」に分

かれるのではなく、地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら、自分らしく活躍できる地域コ

ミュニティを育成し、公的な福祉サービスと協働して助け合いながら暮らすことのできる「地域共生社会」

を推進する必要があるとし、2017年（平成29年）6月の「社会福祉法」の改正では、「我が事・丸ごと」

の地域づくりや包括的な支援体制の整備に関する内容が盛り込まれたところです。

今後、複雑化、多様化するニーズに対応するためには、国の政策動向を注視しながら、「第2期宇治市地

域福祉計画」で位置付けた事業について、進捗状況の確認や現状把握などを行い、実効性を高めるため

の必要な見直しを図るとともに、計画に沿って、施策、事業を一層推進する必要があります。

また、住民主体の福祉のまちづくりを進めるためには、地域福祉の主役である市民や当事者団体の役割

は大きく、あわせて地域福祉を支える民生児童委員や学区福祉委員をはじめ福祉関係団体、ボランティア

団体、町内会・自治会、NPOなどの活動に対する期待は年々高まっています。さらに、それらの活動をサ

ポートし、各種団体との有機的な連携・調整機能を持つ（福）宇治市社会福祉協議会についても、地域福

祉を推進する上で中心的役割が期待されています。今後は、こうした関係団体等との連携、協働を一層進

める必要があります。

一方で、関係団体の中には、担い手や会員の確保が課題となっている団体もあり、これまで地域福祉を

支えてきた基盤の脆弱化が懸念されています。今後は、複雑化、多様化する福祉課題に対して、地域での

切れ目のない包括的、継続的な支援を維持、発展させていくためには、市民理解をさらに深めるとともに

福祉関係団体をはじめ、地域福祉の担い手との連携、協働のあり方やその枠組みについて、さらに検討を

進める必要があります。

取組の方向
 地域の総合的支援体制の構築1

関係団体との連携2

　市民が住み慣れた地域で安心して暮らすことが

できるようにするため、地域で支え合っていく支

援体制を構築し、互助・共助・公助による地域福

祉を推進します。

　高齢社会の進展による福祉サービスへの多様な

ニーズに応えるため、(福）宇治市社会福祉協議

会等の関係団体との連携をより深め、支援体制の

充実を図ります。

民生児童委員活動との連携・推進3

　市民の立場に立った相談や援助を行うため、民

生児童委員活動と連携して地域福祉を推進します。

 ボランティア活動の支援4

地域でのネットワークの推進5

　学区福祉委員会、ボランティア団体、ＮＰＯな

どにおける市民のボランティア活動を促進するた

め、幅広い年代層の参加手法や地域福祉活動への

支援について検討します。

　子どもや高齢者への虐待等の早期発見・予防や

自殺対策などに対応するため、地域でのネット

ワークづくりを図ります。

総合福祉会館の活用    6

　様々な地域福祉活動を促進するため、拠点とな

る総合福祉会館を有効活用します。
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健康でいきいきと暮らせるまち3
中 分 類 2

小 分 類 1

健康づくりの推進

健康づくりの推進

現況と課題 

目　標

　市民が身体的、精神的、社会的に健やかで心豊かに生活できるように、市民の多様なライフスタイルや

年齢層などに応じた健康づくりを進め、「健康長寿日本一」を目指します。

取組の方向

　市民のライフステージに応じた健康保持・増進

を図るため、体と心の総合的な健康づくりに取り

組みます。

総合的な健康づくりの推進1

　市民の主体的な健康づくりを推進するため、健

康づくり推進協議会や＜うー茶ん＞連絡会を中心

に、地域・職域・学校等と連携し、健康増進に向

けた取組を支援します。

地域活動の支援2

　市民の健全な食生活を促進するため、食育関係

者によるネットワークの構築を図るとともに、ラ

イフステージに応じた学ぶ機会の充実等、生活の

様々な場面での食育推進に取り組みます。

健全な食生活の促進3

目標値・指標値

＜うー茶ん＞連絡会
加入団体数

現　状　値
（平成28年度）

第3期計画
（平成33年度） 将来展望 備　　考

13団体

食生活改善推進員
若葉の会会員数 51人

18団体

70人

本市では、高齢化とともに「がん」「循環器疾患」「糖尿病」「COPD（慢性閉塞性肺疾患）」など、食生

活や運動、たばこなどといった生活習慣に起因する「生活習慣病」が疾病全体に占める割合は増加し続け

ており、死因の約６０％を占めるまでになっています。

また、少子高齢化の進展により、医療や介護に係る負担が増すと予測される中、生活習慣病の重症化に

よる介護保険サービスの対象となる要支援・要介護認定者の増加も進んでおり、健康で活力ある社会を

実現するには、市民の健康寿命の延伸を図る上で生活習慣病を予防し、社会生活を営むための必要な機

能を維持・向上すること等が重要となります。

このような中で、「宇治市健康づくり・食育推進計画」に沿って、「生活習慣病の発症予防と重症化予防」

と「次世代の健康づくりと食育」を重点課題として取り組んできました。

市民一人ひとりが心身ともに健康であり自分らしく生きられるように、市民の多様なライフスタイルや年

齢層を考慮し、健康づくりに関する意識や取組の変化を促し、自発的・継続的に、かつ楽しく健康管理がで

きることを実現するための施策の検討を行う必要があります。

このような検討を進める中で、生活習慣の改善及びこころの健康を支援することで健康寿命の延伸を

図り、「健康長寿日本一」の実現に向けて、健康づくりに資する地域活動や市民活動の広がりが重要であり、

宇治市健康づくり＜うー茶ん＞連絡会や食育ネットワークなどの関係団体と連携・協力しながら、「個人も

社会も健康にする健康づくり」を目指した効果的な取組としていく必要があります。

関連部門計画

●宇治市健康づくり・食育推進計画      
●宇治市子ども・子育て支援事業計画      
●宇治市高齢者保健福祉計画　　　

うー茶んサンバde体操 イベントでの食育ブースの出展


